
可
波
小

股
巻
二

十

挨
拶
陀
て
御
座
候
。
か
桜
の
挨
拶
巾
者
は
外
陀
一
人
も
無
之
候
。
さ

す
が
内
陸
子
孫
と
存
候
。

一
、
荻
生
狙
保
等
異
端
邪
訟
を
唱
へ
候
事

荻
生
惣
右
衛
門
死
去
の
都
先
R
U
K
申
入
候
。
頃
日
日
外
共
元
へ

も
遺

候
俗
牲
を
も
板
行
候
て

.芳
年
寄
本
多
伊
抽
出
守
殴
序
主
管
被
巾
候
。
百

円

守

、

〉

世
の
公
論
主
不
待
し
て
世
上
に
誹
笑
仕
山
に
候。
人
性
警
に
候
故
、是

科
表
出叩
候
を
も
、
若
年
寄
求
の
序
文
民
て
も
、
上
よ
り
も
特
旨
を
以

て
去
年
御
目
見
被
仰
付
候

τも
同
心
不
仕
候。

上
方
溢
の
皐
者
も
色

hkm訟
を
唱
へ
巾
候。

頃
日
鈴
木
氏
術
と
巾
人
・
只
今
大
坂
陀
居
申

候
洩
凡
血
次
郎
門
弟
に
て
候
。
定
て
中
政
氏
な
ど
L
は
知
り
被
小
K

て
可
有
之
候
。
此
人
濁
り
山
崎
家
の
紳
道
民
同
心
不
仕
候
。
頃
日
貞

知
よ
り
申
越
し
承
候
へ
ば
、
山
崎
広
治
術
門
な
ど
も
見
限
り
県
候。

湯
武
を
築
殺
と
申
出
伯
夷
が
見
陀
て
候
平
、
絡
に
中
図
に
て
も
淡
倍

以
来
不
承
奥
訟
に
て
候。

点
慨
も
師
門
之
組
K
候
得
共
.

一
剛
山
合
動

不
仕
候
。
共
外
伊
藤
が
門
流
呉
訟
を
巾
候
得
共
.
是
は
結
伺
夫
程
の

容
は
無
之
候
。
山
崎
が
流
一
例
道
K
荷
抱
い
た
し
候
旨
。
大
医
正
道
を

容
し
候
山
不
及
是
非
と
存
候
。
危
地
に
て
宋
俗
の
捻
を
守
り
候
再
引
は
‘

師
儒
と
mm
し
申
内
民
は
無
之
候
。老
夫

一
人
民
て
候
。
大
医
の
初
一
木

に
相
聞
え
、
如
大
風
格
勤
し
百
五
十
問
許
も
参
り
候
。
雨
入
居
申
・所

場
よ
り
は
漸
〈
五
十
問
許
に
能
成
、
五
六
尺
の
笹
の
う
へ

に
首

一
尺

程
の
大
蛇
見
え
候
。
六
太
夫
逃
可
巾
山
中
候
所
、
次
郎
兵
街
巾
候
は
、

邸
時
に
百
五
十
問
許
走
り
し
程
の
俄
‘
縦
ひ
逃
伶
北
ハ
難
叶
俊
民
候
得

ば
、
同
人
踏
切
り
命
限
に
銚
胞
を
打
可
巾
と
て
、
三
凹
必
の
小
筒
に

て
ね
ら
ひ
、
兎
角
近
寄
候
て
可
然
と
訂

U
、
六
太
夫
叉
箭
を
吹
候
所
、

六
間
許
に
成
り
笹
の
上
に
首
を
も
た
せ
、
凶
五
尺
許
指
上
候
広
刊
・

雨
入
一

度
陀
打
巾
由
。
共
催
蛇
は
首
を
笹
の
内
へ
隠
し
尾
允
を
間帯候

よ
し
。
雨
入
共
と
や
を
山
川
で
谷
合
五
六
町
程
行
、
百
姓
の
家
へ
入
り

正
然
主
夫
申
候
。
所
の
者
共
謀
A
E奥
へ
息
山
中
候
。
聞
い
ι過
に
成
り
正

気
付、

北
ハ
所
庄
屋
方
へ
断
り
、
う
は
ば
み
打
候
問
見
届
申
皮
申
K
付‘

百
姓
五
十
人
許
名
主
召
連
れ
彼
場
へ
会
り
見
巾
候
所
‘
木
枝
等
怒
打

折
候
て、
長
十
=
一間
首
五
尺

一
寸
廻
の
大
蛇
死
居
申
候
。
鍛
地
は
限
と

鼻
と
に
中
り
候
。
役
人
北
ハ
首
を
切
り・

盟
問
間
中
津
へ
致
持
参
候
。

鱗
大
は
五
六
寸
.
小
二
三
寸
。

lQ; f'昨充て
の法・1
E担 然T中
と 諜E村
名 谷士似
づ陀:己採i
け i立旦の
長場量殺
杭を訪問l

E啓
到'!
め
ね。
共
:lJ. 
は
修
行
と
信
仰
と
何
/'1 
か

一
方
は
信
不
退
の
陸
、

一
方
は
行
不

可
視
小
冊
脇
佳
二

十

三
九
O

の同
州
支
に
非
候
得
共
、
所
聞
を
得
び
所
知
を
行
ひ
候
て
一
生
を
絡
へ

一一

巾
覚
悟
K
候
υ

磁
幹
按

e

明
永
楽
二
年
七
月

d

鰭
州
初
防
肱
川
儒
士
朱
友
季
.
町山
山
M

閥

帥酔品一所一
v
者批判
↓
苓
段
=
被
格
闘
関
之
設
↓
隙
=
北
ハ
醜
託
↓

上
間
決
之
悠
日
・

此
儒
之
賦
也

李
主
附
削
肝
隅何時時制
削・
骨H
a
於
法
。

揚
士
脊
日

wU噌鍛
a

北ハ
所
ν
等
合
-
庶
幾
不
β

割
問
一
議
人
↓

上
従
之

印
譜
F
HH
人
抑
a
友
季
-
選
ω

餓
州
~品
目M
司
府
間
柑
官
接
a
什
世
界
↓

杖
v
之
悉
焚
a
共
投
↓
畑出制。

罪

紋

生
-
話
ν
如
V
A-
-

て

榊
訟
の
の
と
歌

平
保
，寸
=
一年
夏
五
月
、
京
都
堀
切
町
商
人
吉
兵
術
せ
が
れ
替
=
一郎
今

年
四
歳
也
。
日
…忠一
o

町
港
行
大
関
越
前
守
役
所
へ
被
呼
出
、
大
文
字

を
昏
巾
候。

且
又
同
月
水
戸
侯
奥
方
に
て
八
歳
の
女
子
の
献
。

美
し
き
御
庭
の
花
の
乎
ま
り
と
モ
二
ニ
ニ
四
い
つ
も
さ
け
か
し

つ

備
後
三
坂
山
の
猟
師
大
蛇
を
射
止
む

央
M
T
大
膨
大
夫
殿
領
内
、備
後
州
紳
石
都
新
莞
村
狼
附
次
郎
兵
術
六

太
夫
雨
入
.
享
保
十
二
年
未
寸
月
上
旬
鹿
笛
に
参
り
、

坂
山
と
巾

笹
山
六
分
許
よ
り
候
が
、九
苛
を
隠
し
切
り
屋
へ

入
り
‘
明
六
時
に
及

ぴ
簡
を
吹
候
所
、
二
百
聞
許
慌
て
長
さ
二
十
間
程
の
材
木
を
抽
出
候
桜

窓
き
、
北
ハ
志
の
越
正
任
せ
て
共
座
民
活
く
べ
し
と
也
。
多
く
は
修
行

の
蕊
き
を
以
て
行
不
退
の
座

K
渚
し、

信
不
退
の
方
は
人
φ
し
。
熊

谷
区
賃
銭
心
の
時
節
K
て
共
所
へ
行
き
、
人
の
多
少
を
震
て
な
も
へ

ら
く
・
絞
等
は
人
の
少
吉
方
を
助
く
べ
し
と
て
信
不
退
に
埼
さ
ね
。

込
は
武
士
の
意
地
の
朱
V
4
唱
し
ゅ
主
と
山山
候
ひ
ね
o
観
法
然
出
で
鹿
に

活
く
を
見
れ
ば
・
信
不
退
花
形
き
け
り
と

-zw中
あ
り
。
信
仰
の
深
宮

も
の
は
必
修
行
不
悌
も
の
也
0

・中村
均
衡
是
主
以
て
門
弟
に
示
し
ぬ。

云
。
近
世
以
来
王
世
点
李
ぃ息
苦
等
の
新
奇
の
製
を
好
て
、
混
朱
等
の

制
且
離
を
ば
朱
儒
の
経
裂
と
名
付
け
て
・
冊附暗闘
す
る
較
多
〈
流
布
す
。

故
に
初
製
の
者
飛
信
相
伴
し

-m従
を
不
知
o

程
子
朱
子
に
だ
ま
さ

る
L

と
も4
も
ひ
・
疑
心
主
退
け
信
仰
を
宗
と
し
て
製
び
な
ば
、
迭
に

は
良
質
の
道
に
赴
く
べ
し
。
法
然
が
い
は
ゆ
る
信
不
退
の
如
く
す
べ

し
と
也
。

一
、
鈴
木
点
節
.
一
柳
泊
伐
を
坊
間
却
に
質
す

大
坂
に
山
崎
流
の
儒
者
鈴
木
良
知
と
い
ふ
も
の
‘
川柳
道

E
mみ
柑
同
質

に
思
f
E好
む
。

此
宥
酒
井
讃
岐
守
家
の
儒
生
松
岡
山削
八
郎
宇
は
子
阪

を
籾
て
、先
生
へ
奴
を
質
し
候
。

共
趣
は
紳
泊
三
部
の
牲
に
・例
入
の

生
図
を
陰
…
糾
先
づ
唱
で

或
は
男
女
熔
合
の
道
主
総
組
閣
に
回
申
て
初
て

1L 




